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　題字は　佐藤町長
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高
校
増
改
築
は

　
　
　
　
　
　
県
側
と
の
折
衝
に
ま
つ

　
昭
和
四
十
四
年
度
松
之
山
町
の
事
業
と
予
算
を
立
て
る
町
議
会
は
、
三
月
六
日
七

日
八
日
の
三
日
間
町
役
場
で
開
か
れ
た
。

　
第
一
日
目
の
席
上
、
佐
藤
町
長
は
、
こ
と
し
の
重
点
事
業
と
し
て
山
村
振
興
法
及

び
土
地
改
良
法
な
ど
に
も
と
づ
く
補
助
事
業
の
適
用
を
う
け
て
農
道
の
整
備
を
推
進

す
る
こ
と
、
ま
た
町
独
自
の
道
路
舗
装
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
施
政
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
あ
と
佐
藤
町
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問
に
う
つ
り
、
抽
せ
ん
順
序

に
よ
り
若
月
又
義
、
滝
沢
重
介
、
村
山
正
民
、
相
沢
長
男
、
山
岸
政
栄
、
樋
口
藤
夫

久
保
田
勢
策
、
村
山
吉
太
郎
氏
の
各
氏
が
質
問
を
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
い
つ
も
は
ひ
っ
そ
り
と
し
た

傍
聴
席
も
こ
の
日
は
婦
人
を
ま

じ
え
た
数
人
の
傍
聴
者
が
あ
り

各
議
員
の
質
問
を
熱
心
に
き
い

て
い
た
。

　
二
日
目
は
前
日
に
引
ぎ
つ
づ

き
一
般
会
計
予
算
各
項
に
つ
い

て
総
括
質
問
が
お
こ
な
わ
れ
ま

た
三
日
目
は
国
保
会
計
予
算
の

審
議
が
行
な
わ
れ
た
。

　
採
決
の
結
果
昭
和
四
十
四
年

度
予
算
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
た
。

　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
才
入
の
面
で
は
地
方
交
付
税

を
一
億
三
千
万
円
、
国
県
補
助

金
を
四
千
五
百
万
円
、
更
に
町

債
を
千
八
百
六
十
万
円
を
見
込

み
、
自
主
財
源
は
僅
か
三
千
四

百
万
円
で
全
体
の
十
二
・
九
％

と
、
か
な
り
苦
し
い
財
政
事
情

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
才
出
面
寵
農
免
道
路
第
一

年
度
分
六
智
円
を
は
じ
め
、

林
道
二
千
二
百
万
円
、
山
村
振

興
、
土
地
改
良
法
に
よ
る
農
道

整
備
に
一
千
九
百
万
円
を
、
ま

た
辺
地
整
備
事
業
と
し
て
橋
梁

四
本
架
替
に
一
千
百
万
円
、
町

道
舗
装
ニ
ヵ
所
に
一
千
二
百
万

と
折
衝
の
な
り
ゆ
き
が
注
目
さ

れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

円
な
ど
道
路
整
備
に
重
点
を
お

き
な
が
ら
も
、
別
項
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
か
な
り
巾
び
ろ
い
大

型
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
高
校
分
校
校
舎
の
改
築

費
二
百
万
円
は
、
県
立
高
校
と

い
う
前
提
か
ら
、
今
後
県
当
局

会議

謙
員
町
長
助
役
、
収
入
役

な
ど
の
報
酬
引
き
上
げ

　
同
日
の
議
会
で
は
、
議
員
お

よ
び
町
長
、
助
役
、
収
入
役
の

報
酬
を
つ
ぎ
の
と
お
り
引
き
上

げ
た
の
を
は
じ
め
、
非
常
勤
の

方
々
（
各
種
委
員
、
部
落
長
な

ど
）
の
報
酬
引
き
上
げ
も
お
こ

な
わ
れ
た
。

　
議
長
二
万
円
、
副
議
長
一
万

四
千
円
、
常
任
委
員
長
一
万
三

千
五
百
円
、
議
員
一
万
三
千
円

町
長
九
万
五
千
円
、
助
役
八
万

円
収
入
役
七
万
八
千
円
。

　
農
業
賃
金
協
定
会
開
く

　
昭
和
四
十
四
年
度
の
農
業
労

働
賃
金
を
き
め
る
会
議
は
三
月

十
八
日
、
各
部
落
長
を
は
じ
め

土
建
萎
袋
と
し
て
高
橋
組

商
工
会
工
業
部
代
表
と
し
て
小

口
組
、
こ
の
ほ
か
、
農
村
労
働

組
合
代
表
が
参
加
し
て
ひ
ら
か

れ
た
。

　
こ
の
会
議
の
結
論
は
、
さ
ら

に
近
隣
の
松
代
町
と
調
整
さ
れ

三
月
下
旬
に
決
定

の
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
に
、
上
え
び
池

　
　
東
山
に
投
票
所

　
投
票
所
ま
で
遠
い
、
も
っ
と

近
い
と
こ
ろ
で
投
票
を
と
、
か

ね
て
上
え
び
池
、
東
山
の
両
部

落
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
た
投
票

所
の
増
設
に
つ
い
て
三
月
四
日

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
こ
れ
を

認
め
た
も
の
。
次
期
の
選
挙
か

ら
開
所
さ
れ
る
。
新
投
票
区
域

は
つ
ぎ
の
と
お
り
（
選
挙
管
理

委
員
会
）

第
1
松
之
山
、
兎
口
、
光
間

　
　
　
新
山
、
湯
山
の
全
域

　
農
免
農
道
と
は

揮発油

税
を
農
道
漁
業
関
係
の

補
助
金
に
還
元
す
る
こ
と
を
い

い
、
こ
の
対
象
に
な
っ
た
農
道

事
業
を
農
林
道
路
と
い
う
。

繍魑矯、灘
満　　　　　羅醗／
毒　　　　籔薄輯
灘鐵轍　　　　　　蟹蕪
　21日、春の彼岸の中日、松之山、浦田間（浦田線〉に一ケ月あ
まりも早くバスが通り浦田地域の人々を喜ばせた。
　三月に入ってから再び雪に見まわれ道路の両側は3mあまりの
雪で低温続ぎ、　「暑さ寒さも彼岸まで」こんどこそは本格的な暖
かい春になってほしいものだ。
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76
第
8

小
谷
、
水
梨
の
全
域

大
荒
戸
の
全
域

上
川
手
、
下
川
手
の
全

域湯
本
、
天
水
越
、
天
水

島
、
中
坪
の
全
域

中
尾
の
全
域

藤倉、

東
川
、
下
エ
ビ

池
の
全
域

上
エ
ビ
池
の
全
域

第
九
9
五
十
子
平
、
坪
野
、
赤

　
　
倉
の
全
域

第第第
121110

第
1
3

　災害纏
　216巧
　（0．8

商r費
　367万F
　（1，4％

議会費
627万円
（2．4％）

衛生費
鴎4万円
’3．3％

東
山
の
全
域

黒
倉
の
全
域

大
字
浦
田
の
う
ち
、
第

13
投
票
区
を
除
く
全
域

大
字
浦
田
の
う
ち
、
中

立
山
、
田
麦
立
、
月
池

坂
中
の
全
域

欝
難
灘
小
の
生
徒

　
　
　
　
学
叢
灘
朧
雛

　
四
月
四
日
を
ト
ッ
プ
に
町
内

九
つ
の
小
学
校
（
う
ち
分
校
三
、

）
で
一
年
生
の
入
学
式
が
お
こ

な
わ
れ
る
。

　
町
の
過
疎
現
象
を
反
映
し
て

小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
が
全

く
な
い
部
落
は
五
つ
も
あ
る
。

　
学
校
別
新
入
学
児
童
の
数
は

左
の
と
お
り
で
三
省
校
で
は
一

学
級
減
と
な
る
。

　
ま
た
中
学
校
の
入
学
生
徒
数

は
、
六
百
十
九
名
で
前
年
に
く

ら
べ
四
十
三
名
も
す
く
な
く
、

松
里
分
校
と
浦
田
中
学
で
各
一

な
る
。

学
校
別
新
入
学
児
童
数

　
松
之
山
二
十
二
、
川
手
八
、

黒
倉
九
、
三
省
十
、
松
里
二
十

八
、
東
川
十
八
、
坪
野
三
、
浦

田
十
六
、
中
立
山
五
、
合
計
百

十
九
名
。
小
、
中
学
校
の
生
徒

総
数
は
つ
ぎ
の
と
お
り
カ
ッ
コ

内
は
昭
和
四
十
三
年
。

　
小
学
校
八
四
七
（
九
二
八
）

　
中
学
校
六
一
九
（
六
六
二
）

　
〃
待
っ
た
〃

　
　
　
保
健
婦
さ
ん

　
　
町
に
保
健
婦
を
ほ
し
い
。

乳
幼
児
を
も
つ
婦
人
達
の
久
し

い
ね
が
い
で
し
た
。

　
こ
の
要
望
に
こ
た
え
い
よ
い

よ
四
月
か
ら
、
目
黒
恵
ヂ
保
健

婦
さ
ん
（
21
才
）
が
赴
任
し
ま

す
。　
目
黒
さ
ん
は
、
高
田
市
の
出

身
で
こ
と
し
三
月
新
潟
の
看
護

学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
豪
雪

地
に
単
身
の
り
こ
ん
で
こ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
健

　
　
　
　
　
　
饒
　
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

る
気
慨
に
敬
意
と
期
待
を
よ
せ

た
い
も
の
で
す
。

　
囲
碁
会
盛
会
！

時
二
月
二
十
三
日
（
旦

所
松
之
山
公
会
堂

一
等
石
塚
幸
貞
、
二
等
田
辺
啓

治
、
三
等
倉
田
四
郎
、
四
等
植

木
誠
一
、
五
等
山
岸
正
義

診
察
は
十
一
時
半
ツ
で

　
　
往
診
申
し
込
み
は
午
前
中
に

　
二
月
に
松
之
山
、
湯
本
の
診

療
所
が
統
合
し
て
順
調
な
す
べ

り
出
も
を
し
ま
し
た
が
、
冬
は

高
血
圧
、
カ
ゼ
、
神
経
痛
な
ど

の
患
者
が
多
く
、
受
診
に
こ
ら

れ
た
皆
様
に
長
い
時
間
お
待
た

ぜ
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
し
か
し
午
前
中
の
受
診
者
に

は
ム
ラ
が
あ
り
十
一
時
前
後
は

比
較
的
す
き
と
な
り
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
中
に
は
十
二
時

す
ぎ
、
時
に
は
急
病
で
も
な
い

の
に
一
時
す
ぎ
に
お
い
で
に
な

る
方
も
決
し
て
す
く
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
午
後
の
往
診
予
定
の

都
合
も
あ
り
、
診
察
受
付
け
は

必
ず
午
前
十
一
時
半
と
い
う
こ

と
に
き
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
皆

様
の
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま

す
。
　
ま
た
往
診
の
申
し
込
み
も
必

ず
午
前
中
に
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
　
（
但
し
急
患
は
こ
の

限
り
で
あ
り
ま
せ
ん
）

　
東
川
方
面
へ
往
診
し
て
帰
っ

て
く
る
と
ま
た
、
東
川
か
ら
と

い
う
例
も
沢
山
あ
り
、
次
の
往

診
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
に
非
．

登
奮
あ
登
記

産
串
告

　
最
近
家
屋
の
新
、
増
、
改
築

及
び
取
り
こ
わ
し
を
さ
れ
る
方

が
多
く
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
家

屋
の
建
築
又
は
、
取
り
こ
わ
し
・

由
左
・
を
　
登
記
所
に
し
な
け
れ

『
な
髪
い
こ
と
髪
っ
て
お

り
ま
す
。
お
忘
れ
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
こ
の
由
左
q
書
の
様
式
等
は
役

常
な
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
往
診
の
お
申
し
込
み
は
、
午

前
中
、
し
か
も
早
目
に
お
願
い

し
ま
す
。
　
（
診
療
所
よ
り
）

㎝
場
に
あ
り
ま
す
か
ら
ご
覧
下
さ

い
。
　
（
税
務
課
）

感
火
講
雑

しの主な事業
　　　　　（単位千円

こと

L普通建設事業

事　業　名 金額
財　　　源　　　内　　訳

備考
購支出金 地方債 負担金 寄附金 その他 一般財源

大厳寺牧場草地造成事業 1，825 1，240 585

町有林育成事業 527 527 多林の下
　刈40h邑

林道新設改良事業 22，000 14，500 2，100 5400
池、中

造林事業（公団造林） 918 918

県単山村振興基鍵億事業 7，337 4，402 2，935 倉農道

県単農業基盤整備事業 11，850 44，080 5，925 1，845
川、島、

川手水
農免農道事業 6，029 1，945 4，084 厳寺原

観光施設整楠事業 450 450
県道改良事業負担金（県単分） 2，066 2，066

藤原湯本線舗装工事 500 500 本入口

ブルトーザー購入事業 4，500 3，000 1，000 500 1台

辺地辺策賃梁架替事業対 6，640 6，000 640 田、　西橋
町道橋梁架替事業 4，529 3，000 1，529

ノ平、

沢橋
町道松代、松之山線舗装事業 4，195 2，800 1，395 之山小

口500m
県単山村振興事業 8，090 3，750 3，500 840 代、松山線
消防ガソリンポンブ小型3台 1，200 300 240 660 口、越、野

松之山中グラン礎構事業

同東川分校グランド
脚 800

松之山高校分校校舎建設事業 2，000 2，000

一般失業対策事業 3，204 1509 1，695

計 88，660 32，781 1＆400 16，205 240 918 20，H6

　
、
　
「
タ
バ
コ
」
が
原
因
の

火
災
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

　
ん
。

　
必
ず
、
灰
皿
を
使
い
、
吸

　
い
が
ら
は
、
も
み
消
す
よ

　
う
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。

一
、
「
，
一
タ
ッ
」
に
は
、
火

　
を
入
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に

　
老
人
、
．
ー
供
、
病
人
を
寝

　
か
せ
た
ま
ま
、
外
出
し
な

　
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
よ

　
う
。

一
、
一
「
石
油
ス
ト
ー
ブ
」
「

　
コ
ン
ロ
」
は
火
の
つ
い
た

　
ま
ま
、
移
動
し
な
い
よ
う

　
に
、
ま
た
、
火
を
消
し
た

　
ら
完
全
に
消
え
た
か
ど
う

　
か
、
確
か
め
ま
し
よ
う
。

四
、
　
「
風
呂
釜
」
や
「
カ
マ

　
ド
」
を
た
き
つ
け
た
ら
、

　
絶
対
に
家
を
あ
け
な
い
よ

　
う
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。

五
、
　
「
消
火
器
」
と
「
水
バ

　
ケ
ッ
」
を
必
ず
用
意
し
て

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

　
ま
し
よ
う
。

六
、
　
「
お
や
す
み
前
」
に
も

　
う
一
度
、
火
の
も
と
を
確

　
か
め
る
よ
う
に
い
た
し
ま

　
し
よ
う
。
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昭和44年3月20日驚行山之松

㈱
㎜
朧
㈱
㈱
㈱
㎜
㈱
㎜
㈱
㎜
㎜
㈱
鰯
㈱
朧
㎜
鰯
鰯
襲
鰯

主
婦
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
「
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
よ
い
し
ょ
」
　
よ
い
し
ょ
」

と
か
け
声
か
け
て
一
つ
の
ボ
ー

ル
を
追
う
主
婦
た
ち
。

　
や
っ
て
い
る
人
も
見
て
い
る

人
も
一
つ
に
な
っ
て
大
は
し
ゃ

ぎ
。
　
今
年
の
夏
は
町
内
各
地
域
の

対
抗
で
主
婦
の
簡
易
バ
レ
ー
ボ

ル
の
試
合
が
お
こ
な
わ
れ
れ
る

予
定
で
す
が
、
こ
の
分
で
す
と

大
へ
ん
熱
の
こ
も
っ
た
に
ぎ
や

か
な
競
技
に
な
り
そ
う
で
、
関

係
者
は
大
い
に
期
待
し
て
い
ま

す
。「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」
に
は

青
年
の
ス
ホ
ー
ツ
と
主
婦
の
ス

ポ
ー
ツ
を
計
画
し
、
青
年
は
バ

レ
ー
・
ボ
ー
ル
と
卓
球
、
主
婦

は
簡
易
バ
レ
ー
・
ボ
ー
ル
が
お

こ
な
わ
れ
ま
す
。

　
「
ス
ホ
…
ッ
の
日
」
は
六
月

二
十
九
日
（
日
）
に
な
り
ま
す

が
、
各
地
域
で
主
婦
と
青
年
が

　
　
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　広　報
部落探訪
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「
選
手
を
え
ら
ぶ
」
と
い
う

こ
と
よ
り
、
み
ん
な
で
に
ぎ
や

か
に
や
っ
て
、
そ
の
中
で
選
手

を
き
め
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　浦田

で
は
す
で
に
六
つ
も
七

つ
も
チ
ー
ム
を
作
り
、
大
会
ま

で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
上
布
川
で
は
、
主
星
－
の

指
導
で
大
変
元
気
の
い
い
練
習

が
で
き
ま
し
た
。

　
松
之
山
地
域
も
昨
年
に
ひ
き

つ
づ
い
て
練
習
し
て
い
ま
す
が

黒
倉
で
は
自
分
の
部
落
で
も
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
か
ら
の
力
強
い
援
助

写真は3月2日浦田中学校で地域の婦人達80
名が参加しておこなわれたバレーボール大会

が
あ
り
、
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
万
く
ん
で
い
く
予
定
に
な
っ
て

三
省
・
松
里
も
相
つ
い
で
と

一
い
ま
す
．

国
保
税
は
四
・
六
％
軽
減

一
世
帯
当
り
一
万
五
千
五
百
円

　
三
月
定
例
議
会
で
審
議
成
立

し
た
国
民
健
康
保
険
事
業
の
予

算
は
、
別
項
の
と
お
り
で
あ
る
。

前
年
に
く
ら
べ
、
診
療
所
建
設

国保予算のあらまし【歳入】

．
関
係
費
が
大
巾
に
減
っ
た
た
め

国
保
税
は
、
四
・
六
％
減
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
療
養
給
・

で
は
受
診
率
二
十
五
％
、
一

款 本年度予算額 前年度予算額 前年に比べ ％

L国民健康保険税 23，406千円 24，522千円 △1，116千 28．25％

2．一部負担金 21，306 20，786 520 25．71

3．国庫支出金 35，477 34，332 1，145 42．81

4，県　支　出　金 1 1
5．財　政　収　入 675 593 82 0．82

6．繰　　越　　金 2，000 2，000 2．41

7．諸　　収　　入 3 2 1

歳　入　合　計 82，868 82，236 632

【歳出】

件
当
り
九
十
円
の
上
昇
を
そ
れ

ぞ
れ
見
込
ん
で
い
る
。

　
郡
内
町
村
の
一
世
帯
当
保
険

税
は
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
る
。

　
松
之
山
一
万
五
千
五
百
円
、

牧
村
一
万
九
千
円
、
浦
川
原
一

万
八
千
六
十
六
円
、
安
塚
一
万

五
千
百
四
十
六
円
、
大
島
一
万

四
千
円
、
松
代
一
万
三
千
二
百

四
十
三
円
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

款

本年度

予算額

前年度

予算額

前年に

比　べ

本年度予算額の財源
内　　　　　　訳 ％

国　庫
支出金 一般財源

1．総　務　費
千円
3，893

千円
3，201

千円
692
千円
3，248

千円

聞 4．70％

2．保険給付費 72，490 71，110 1，380 31，576 40，914 87．47

3．保健施設費 1，299 1，612 △313 153 1，146 1．57

4，基金積立金 653 637 16 653 0．79

5。公　債　費 380 222 158 謝 0．46

6．諸支出金 3，080 5，130 △2， 500 2，580 3．72

7．予　備　費 1，073 324 749 1，073 1．29

歳出合計 82，868 82，236 632 35，477 47，391

おねがし・

　
原
動
機
付
き
自
転
車
、
又
は
小
型
特

殊
自
動
車
の
標
識
の
交
付
を
受
け
る
場

合
は
、
係
に
そ
の
原
動
機
付
き
自
転
車

又
は
、
小
型
特
殊
自
動
車
を
呈
示
し
て

標
識
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

中
学
卒
業
生

就
職
者
壮
行
会

　
毎
年
の
事
業
で
す
が
、
三
月

二
十
日
午
前
十
時
か
ら
役
場
で

こ
の
壮
行
会
が
開
か
れ
た
。

こ
と
し
の
松
Z
山
中
の
卒
業
生

は
一
九
四
名
で
就
職
者
は
八
二

名
。
浦
田
中
で
は
卒
業
生
四
七

，
名
就
職
一
八
名
と
な
っ
て
い
る
9

　
就
職
者
を
職
種
別
に
み
る
と

松
之
山
中
で
は
男
子
は
機
械
工

大
工
見
習
、
調
理
見
習
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
将
来
技

術
を
身
に
つ
け
た
り
、
ま
た
独

泣
し
て
一
国
一
城
の
主
と
な
り

形
い
、
そ
う
い
う
気
が
ま
え
が

み
ら
れ
る
。
女
子
は
繊
維
関
係

が
最
も
多
く
、
食
堂
関
係
店
員

行
く
者
が
多
い
。
又
女
子
の
半

数
が
紡
績
関
係
と
な
っ
て
い
る
。

讐
購
鑑

多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
κ
多
多
多
多
髪
多
多
多
髪
多
髪
7
多
多
多
多
多
多
髪
多
多
多
髪
ア
多
多
多
多
多
多
多
多
多
髪
〃
多
多
多
多
多
多
多
多
多
髪
ア
多
多
多
多
多
老
多
多
多
髪
多
多
多
多
多
多
多
髪
多
顧
多
〃
％
％
髪
髪
髪
〃
多
多

今
か
ら
四
、
五
百
年
の
昔
春

日
山
～
天
水
～
中
魚
沼
へ
の
道

す
じ
に
あ
た
っ
て
い
た
。

　
「
そ
の
頃
黒
倉
の
中
心
は
十

文
字
に
あ
っ
た
。
（
こ
こ
か
ら
は

土
器
も
発
見
さ
れ
て
い
る
）
し

か
し
耕
地
の
拡
張
、
人
家
の
増

加
と
と
も
に
半
分
は
曽
根
に
、

残
り
は
次
第
に
移
動
し
て
現
在

位
置
に
住
み
つ
い
た
も
の
と
思

う
」
　
。
こ
老
人
は
更
に
部
落
の
歴
史

に
つ
い
て
、

　
「
こ
の
部
落
は
他
部
落
よ
り

土
蔵
が
多
い
（
現
在
十
八
棟
）

二
れ
は
昔
か
ら
地
の
り
に
恵
ま

れ
な
か
っ
た
の
で
、
収
穫
物
を

売
る
の
に
或
る
期
間
貯
蔵
し
て

お
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
」

「
大
正
四
年
～
ヒ
年
に
田
辺
と

…
い
う
大
地
主
の
没
落
で
土
地
が

自
分
達
の
も
の
に
な
り
米
売
り

が
増
え
た
」
と
い
う
。

　
黒
倉
の
戸
籍
は
本
庁
へ

　
　
「
戸
籍
関
係
の
用
が
本
庁
で

は
ダ
メ
で
支
所
へ
と
い
う
の
に

は
困
る
」

　
黒
倉
の
戸
籍
だ
け
で
も
本
庁

へ
移
し
て
不
便
を
解
消
し
て
ほ

し
い
と
強
い
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　
は
い
り
や
す
い
役
場
に

　
　
「
大
勢
の
職
員
に
見
つ
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
は
い
り
に
く

い
。
ち
よ
っ
と
し
た
区
切
り
が

で
き
な
い
も
の
か
」

　
ま
し
て
生
活
上
の
相
談
な
ん

て
で
き
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
。

　
町
民
か
気
軽
に
は
い
れ
る
役

場
に
、
こ
ま
か
い
配
慮
が
の
ぞ

ま
れ
て
い
る
。

除
雪
の
順
序
を
公
平
に

　
「
昨
年
も
そ
の
前
年
も
黒
倉

ヘ
ブ
ル
の
は
い
っ
て
く
る
の
は

一
番
最
後
だ
。
た
ま
に
は
、
こ

の
順
序
を
変
え
て
も
ら
い
た

い
」

船
倉
線
の
補
修
を
や
っ

て
も
ら
い
た
い

「
船
倉
線
は
日
常
一
番
大
切
な

道
だ
。
地
す
べ
り
も
落
ち
つ
い

た
よ
う
だ
し
、
今
年
あ
た
り
カ

ら
補
修
を
は
じ
め
て
ほ
し
い
」

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
冬
の

会談座

通
学
、
受
診

の
た
め
に
も

圧
雪
を
や
っ

て
も
ら
え
な

ヤ
　
　
も
　
　
　
　
ヤ

㌧
カ
と
　
こ

こ
で
も
冬
の

道
路
に
つ
い

て
は
真
剣
で

あ
る
。
老
人
検

診
を
年

二
回
に

　
里
蒼
に
は

現在四

＋
四

人
の
（
六
十
才
以
上
）
老
人
か
　
に
孤
立
し
て
い
て
黒
倉
の
立
地

お
り
、
、
去
る
一
月
に
ク
ラ
ブ
条
件
の
よ
さ
が
み
ん
な
に
知
ら

の
結
成
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
　
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
も
い
う

　
「
老
人
検
診
を
年
二
回
に
し
　
帆
こ
の
部
落
で
二
月
二
十
七
日

て
も
ら
い
た
い
。
一
回
で
は
不
に
ス
キ
ー
大
会
、
三
月
二
日
は

安
す
ぎ
る
」
　
　
　
　
　
　
　
婦
人
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
か

　
「
患
者
用
の
マ
イ
ク
・
バ
ス
催
さ
れ
た
。

は
む
け
て
も
ら
え
な
い
か
、
バ

ス
が
あ
っ
て
も
、
午
前
の
も
の

が
な
く
て
診
察
に
間
に
合
わ
な

い
」
　
と
あ
る
婦
人
は
急
患
で
苦
労

し
た
経
験
を
切
々
と
訴
え
な
が

ら
、
さ
ら
に
血
液
型
の
検
査
、

老
人
の
医
療
費
給
付
の
引
き
上

げ
な
ど
福
祉
面
に
対
す
る
要
望

が
あ
っ
た
。

　
嫁
が
な
い
、
ス
ボ
ー
ツ
で

　
生
活
を
楽
し
い
も
の
に

　
「
黒
倉
の
嫁
不
足
は
深
刻
だ

ど
う
し
て
だ
ろ
う
」

「
農
道
も
立
派
に
な
っ
た
、
田
場

所
も
か
～
、
昔
の
黒
倉
は
す
っ

か
り
変
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
』

　
み
ん
な
の
意
見
は
、
地
理
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大 　

部
落
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
画

期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
「
今
ま
で
の
黒
倉
と
い
う

　
古
い
イ
メ
ー
ジ
を
、
ふ
っ
飛
ば

し
て
、
よ
い
お
嫁
さ
ん
が
く
る

魅
力
を
み
ん
な
で
築
く
た
め
に

も
」
と
中
年
の
婦
人
会
長
さ
ん

　
　
　
「
国
で
は
、
い
ま
離
農
を

　
奨
励
し
て
い
る
。
町
と
し
て

　
の
対
策
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」

　
　
こ
れ
も
嫁
不
足
と
決
．
し
て

　
別
で
は
な
い
。
過
疎
対
策
と

ヲ膨
　
と
も
に
、
い
ま
町
が
抱
え
て

わ　
い
る
深
刻
な
悩
み
で
も
あ
る
。

風
　
　
　
米
　
×
　
×

の
　
　
ひ
と
頃
黒
倉
は
草
相
撲
の

　
本
場
で
あ
っ
た
。
景
気
の
い

一
　
い
寄
相
撲
の
太
鼓
の
音
を
知

キ
　
っ
て
い
る
人
も
す
く
な
く
な

ス
り
つ
Σ
あ
る
。
黒
倉
を
永
住

　
の
土
地
と
し
て
も
っ
と
住
み

　
よ
く
し
た
い
。

　
　
そ
う
い
う
婦
人
達
の
表
情

　
は
陽
に
や
け
て
た
く
ま
し
か

　
　
っ
た
。

運
転
免
許
の

　
点
数
制
度
と
は

1
、
交
通
違
反
や
交
通
事
故
を

起
こ
し
ま
す
と
、
そ
の
内
容
に

よ
っ
て
一
人
、
こ
と
に
定
め
ら
れ

た
点
数
が
つ
き
、
電
子
計
算
機

に
登
録
さ
れ
ま
す
。

2
、
一
定
の
点
数
に
達
す
る
と

そ
の
人
の
運
転
免
許
は
停
止
、

ま
た
は
取
り
消
さ
れ
ま
す
。

計
算
は
、
全
部
電
子

　
計
算
機
が
や
り
ま
す
」

3
、
一
定
の
点
数
（
処
分
基
準

点
数
〉
は
次
の
表
の
と
お
り
で

過
去
三
年
以
内
の
免
許
の
停
止

処
分
回
数
に
よ
っ
て
ち
が
い
ま

す
。

3年以内の

停止回数
基　　準　　点・数

免許の停止 免許の取消し

0　　回 6点～14点 15点以上

1　　回 4点～9点 10点以上

2回以上 2点～4点 5点以上

一
年
間
何
も
な
け
れ
ば
、
帳
消

に
な
る
。

4
、
一
年
間
を
無
事
故
、
無
、

反
、
無
処
分
で
す
．
こ
し
ま
す
と

そ
れ
以
前
の
持
ち
点
や
処
　
－

歴
は
、
ま
っ
消
さ
れ
て
、
あ
ら

た
に
計
算
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　今

回
の
町
民
の
広
場
は
、

米
価
・
食
管
制
度
・
町
の
農

業
に
つ
い
て
質
問
し
、
こ
れ

に
答
え
て
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
。

　
浦
田
農
協
組
合
長

　
　
　
佐
藤
正
　
一

①
今
年
の
米
価
は
農
業
団

体
の
要
求
し
た
一
俵
九
千
二

百
四
十
四
円
は
最
低
の
も
の

で
先
般
こ
れ
を
大
き
く
下
廻

る
価
格
に
決
定
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
不
満
と
い
う
よ

り
は
強
い
怒
り
を
感
ず
る
。

②
一
年
豊
作
に
な
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
食
糧
管
理
制
度

を
云
々
す
る
な
ん
て
愚
の
骨

頂
で
、
将
来
国
民
の
主
食
を

確
保
す
る
生
産
農
家
を
保
護

す
る
た
め
に
は
絶
対
に
維
持

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

③
食
糧
管
理
制
度
の
根
幹

は
二
重
価
格
制
度
で
あ
っ
て

生
産
者
米
価
に
つ
い
て
は
、

生
産
者
の
所
得
を
補
償
し
、

し
、
再
生
産
さ
れ
る
に
足
る

価
格
で
あ
る
べ
き
で
、
消
費

者
米
価
は
一
般
物
価
賃
金
等

を
勘
案
し
て
政
府
が
き
め
る

べ
き
で
、
か
り
に
価
格
に
差

が
生
じ
て
も
こ
れ
を
消
費
者

に
総
て
負
担
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
政
府
の
責
任
に
お
い
て

負
担
す
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ

て
二
重
価
格
制
度
は
当
然
と

る
べ
き
で
あ
る
。

④
こ
れ
か
ら
の
町
の
農
業

は
米
作
を
主
幹
と
し
、
そ
れ

に
何
を
プ
ラ
ス
す
る
か
は
、
各

農
協
自
身
が
決
定
す
べ
き
事

と
思
う
。
そ
の
プ
ラ
ス
ア
ル
、

フ
ア
！
に
つ
い
て
は
、
町
自

体
経
費
、
施
策
等
稽
極
的
に

取
り
組
ん
で
農
民
に
希
望
あ

る
将
来
を
約
束
し
て
ほ
し
い
。

ん
糧
，
盤

ノ

〆
寮

　
　
消
費
者

　
　
　
井
部
朝
子

一
、
生
産
者
米
価
が
上
る
と

他
の
物
価
が
そ
れ
に
つ
れ
て

上
る
。
生
産
者
米
価
は
こ
の

く
ら
い
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

二
、
食
管
制
度
は
徐
々
に
廃

止
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
赤

字
が
消
費
者
に
フ
タ
ン
さ
れ

る
だ
ろ
う
か
ら
。

三
、
商
店
の
野
菜
よ
り
、
地

元
の
野
菜
が
値
が
高
い
。
こ

れ
で
は
だ
め
だ
、
「
新
鮮
だ
」

と
い
う
こ
と
で
値
が
安
く
な

い
の
で
は
む
り
だ
ろ
う
。

山
菜
を
利
用
し
た
土
産
物
な

ど
に
も
っ
と
力
を
入
れ
た
ら

ど
う
か
。

住
民
相
談
室

　
　
　
　
（
休
け
い
室
）

　
役
場
庁
舎
に
住
民
相
談
室
（

住
民
休
け
い
室
）
が
あ
る
こ
と

を
．
こ
存
じ
な
い
方
が
多
い
よ
う

で
す
。
正
面
玄
関
を
は
い
っ
て

直
ぐ
の
と
こ
ろ
で
す
。
表
示
も

出
て
い
ま
す
。

　
役
場
で
の
用
事
は
も
ち
ろ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
の

一
般
の
待
合
に
ご
利
用
下
さ
い
。

机も

置
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、

簡
単
な
書
き
も
の
も
で
き
至
隻
。
、

は
い
り
や
す
い
役
場
に

　
「
新
し
く
な
っ
た
ら
は
い
り

に
く
い
、
ド
ア
を
開
け
た
と
た

ん
に
、
全
職
員
が
見
つ
め
る
、

そ
ん
な
気
が
し
て
」
と
い
う
意

見
は
、
本
紙
の
部
落
探
訪
で
も

何
回
か
、
出
さ
れ
て
お
り
、
ど

う
し
た
ら
は
い
り
よ
く
な
る
か

懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
ん
ど
受
付
の
窓
口
全
体
に

幕
を
張
り
、
外
部
と
の
一
応
の

仕
切
り
を
と
り
つ
け
ま
し
た
。

　
前
よ
り
は
ず
っ
と
は
い
り
よ

く
な
っ
た
、
と
い
う
意
見
が
聞

か
れ
て
い
ま
す
。

一go一


